
№
担当
内線

５ － １ － ２

令和 2 年度 ～ 4 年度 4,913 千円

歳出科目：02.01.12.18.54
千円

1,406 千円

市費
703 千円

国費

703 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 ― 0 ― コミュニティ

― 2 2 コミュニティ

その他
0 千円

575 千円

令和３年度 単位

実績値 0 コミュニティ

目標値 2 コミュニティ
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ない
⑧受益者負
担適正化余
地

－

観点別評価

必要性 有効性

大きい

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献

課
題
の
整
理

⑦コスト
削減余地②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

Ａ
今後の事業
の方向性

改善推進

小学校区コミュニティ組織の構築に向け、高齢化や人口急減がもたらす地域
課題の共有・把握を通して、地域事業の最適化や合理化に向けた小学校区単
位の協議組織を支援する。

課
題
解
決
に
向
け
た

今
後
の
方
向
性

主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
で
活
用

評
価
項
目
（
決
算
時
に
作
成
）

有脇小学校区・乙川東小学校区において、区長・小学校・PTAとともに協
議・検討できる場を設定することができ、小学校区コミュニティの必要性に
ついて相互理解を深めることができた。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

小学校区コミュニティ構築数

Ｃ

事業の
評価・課題

C

２つの小学校区において、自治区、小学校、PTA等の地域関係者が、小学校
区コミュニティ組織の取組内容や必要性について話し合う場を設定し、相互
理解に努めた。地域において守っていくべき行事や整理するべきものを継続
的に話し合い、小学校区コミュニティの構築に向けた支援を引き続き行う。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： コミュニティ活動

予
算
見
積
書
で
活
用小学校区コミュニティの構築及び活動を推進していくことは、持続可能かつ

効率的な地域運営をしていく上で必要であり、第７次総合計画における重要
な課題の一つである。

財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 1,400

事業概要等

事業概要：

少子高齢化・人口減少社会の中で、自治区が持続可能かつ効率的
な地域運営をしていくため、小学校区単位での協力・活動体制の
構築を進めていく必要がある。このため、当事業では、地域にお
ける小学校区コミュニティ組織の構築及び活動を推進し、親睦・
交流行事等における人的・費用的負担の軽減・効率化を図れるよ
う支援する。

事業目的：
小学校区コミュニティ組織の構築による持続可能な地域運営への
支援を行う。

目
標
項
目
（
予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
小学校区コミュニティの構築に向け、講演会及びワークショッ
プ、会議、アンケート等を行う。

問題点・
課題等：

未来を見据え、小学校区コミュニティの必要性について地域住民
が相互理解を深め、構築に係る合意形成の場を設ける必要があ
る。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

小学校区コミュニティ構築・活動の推進により、地域が持続可能かつ効率的
な地域運営をしていくことができる。

目標値や目指すべき状態

小学校区コミュニティ
構築数

実績値

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 5—4
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